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1.はじめに

地すべり発生機構は非常に複雑であり、

その機構を解明していくためには長期の連

続的測定が必要である。現在、地すべりの

動態観測を目的として各種計器による自動

計測システムが多く用いられているが、装

置単体のコスト,現地及び遠隔地からのデ

一タ確認方法に対して問題を含んでいる。

そこで、環境計測を目的としたデータロ

ガーに求められる主な事柄を以下に挙げ

る。
1)現場でのデータ収集及び確認。

2)装置の小型化と低消費電力化。

3)遠隔地からの相互通信機能。

そこで今回は、低消費電力8ピットマイ

クロコンピュータを中心とした専用のイン

ターフェースボードを開発し、地下水位計

及び差動伸縮計[1]に対して1)及び2)を実現し

た。以下その方法を示す。

2.方法

図1に地下水位計及び差動伸縮計の概要

を示す。地下水位計はポーリング孔内部の

フロートの変動を測定し、差動伸縮計は、

地中に埋設される短管の変位を検出するものである。

図2に測定装置のハードウェア構成を示

す。装置本体は、8ビットマイコンボード

（梅澤無線:UEC-Z77)を使用した試作マザー
ボードと16個のロークリエンコーダ(OMRO

N:E6CP-AG3C)を接続するコネクタボード,

センサ部から構成される。マザーボードに

は、ロークリエンコーダーへの電源供給を

制御する回路とデータバッファ,動作確認
を行うためのLED表示部、さらに装置制御

及びデータ収集を行うためのシリアルイン

ターフェースが2チャンネル備えられ、遠

隔操作を目的としたモデムの使用や同一マ
ザーボードの連結による並列運用も可能と

となっている。今回使用した8ビットマイコ

ンボードは、 Z80系CPU(TOSHIBA:TMPZ84C015)

を使用し、PIOポート8ビット×4チャンネ

ルを備え、他にSIOポート2チャンネル及びR

S-232Cドライバ,RTC(リアルタイムクロック)

を使用している。また、本装置の動作プログ

ラムについては以下の点を考慮した。

1)ソフトウェア制御による低消費電力モ

ードの活用。

2)測定現場に於けるデータ確認等の操作向

上。



平成　7　年度電子情報通信学会信越支部大会

図2　地上計測部に於ける装置のハードウェア構成

3.測定実験及び考察

新泊県内に於ける地すべり発生現場(表1)

に対して地下水位計を4台、差動伸縮計を1

台設置し、連続的な計測を行い、記録デー

タの収集を行った。装置の操作方法に関し

ては現在までにデータ入力用コンピュータ

との接続ソフトウェアを含む改良を行っ

た。本装置の利点は、RTCを使用したこと

により自動計測に於ける時間記録が正確に

行え、急激な値の変動についても時間デー

タが同時に送信可能となることである。次

にPIOポートが最大で32ピット使用可能で

あることから、複数のセンサ入力制御に通

している。また、差動伸縮計に使用される

ロータリエンコーダ16チャンネルに対して

専用のコネクタボードを試作し、マザーボ

ードへの接続を可能にした。現在までに確

認した誤動作の例としては、電池消耗によ

る動作停止が挙げられる。電池消耗の原因

としては、マイコンボードとロークリエン

コーダ間にグランドループが生じて伝送ラ

インに電源ノイズが乗り、また誘導ノイズ

がCPU側に逆伝送されたために誤動作し、

低消費電力モードが解除したためと考えら

れる。このためロークリエンコーダに対す

る電源供給部分を改良し、上記の問題を改

4.まとめ

環境計測用データロガーを作成し、地下

水位及び地中変位計測への応用を試みた。

本装置は、小型かつ低消費電力であると共

に汎用マイクロコンピュータを使用したこ

とにより、装置の制御プログラム開発は容

易である。また、現場でのデータ収集作業

に於ける操作性を考慮して装置プログラム

の改良を行った。今後は、特に装置の遠隔

操作方法について検討していく予定であ

る。
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